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○新型コロナウイルス感染症（COVID-19）ニュース 第 21 号 2020.5.1○ 

 この新型コロナ感染症ニュースは 2 月から配信を始め、特に仙台市医師会として会員の多くの方に知っていただきた

い内容を掲載しております。しかし網羅できていない情報もある一方、配信した情報が十分に皆様に行き亘っていない

現状もお聞きしております。 

これまで配信は主に仙台市医師会の HP 上で行い、ご希望された方々にだけ FAX でも送信しておりました。毎回、新

規情報と同時に、必要と思われる情報は繰り返し掲載しておりましたが、今後は新規内容を中心にしたミニ版も作り毎回

の FAX 配信にも対応したいと思います。ミニ版の FAX による配信をご希望される方は事務局までご連絡ください。 

 

 追加  電話や情報通信機器を用いた診療等の報告義務について（2020.4.30） 

4 月 14 日配信のニュース 18 号で、「新型コロナウイルス感染症の拡大に際しての電話や情報通信機器を用いた診

療等の時限的・特例的な取扱いについて（2020.4.10） 」をご紹介いたしました。その中（５）「実施状況の報告について」

の項目で、「電話や情報通信機器を用いた診療や受診勧奨を行う医療機関は、その実施状況について、別添１の様式

により、所在地の都道府県に毎月報告を行うこと」という記載がありました。報告の詳細につきましては、後日、仙台市よ

り通知が届きますので、お待ちになりご確認ください。 

 

 新規  新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱いについて（その 14）(2020.4.24) 

臨時的な診療報酬の取扱い及び施設基準に係る臨時的な対応等について、いくつかの事例解釈が厚生労働省より

示されました。 

・  小児科において、６歳未満の乳幼児又は未就学児に対して、初診から電話や情報通信機器を用いた診療により

診断や処方をする場合も、初診料の注２に規定する 214 点を算定する。また、処方を行い、又はファクシミリ等で

処方箋情報を送付する場合は、調剤料、処方料、処方箋料、調剤技術基本料、又は薬剤料を算定することができ

る。  

・  検査等を実施し、後日、電話や情報通信機器を用いて、検査結果等の説明、指導等を行った場合、電話等再診

料を算定できる。 

・  新型コロナウイルスの感染症や疑いの患者さんに対して、往診等を実施する場合、必要な感染予防策を講じた

上で 当該患者の診療を行った場合には、院内トリアージ実施料を算定できる。 

・  前月に「月２回以上訪問診療を行っている場合」の在医総管等を算定していた患者さんに対して、当月も定期的

な訪問診療を予定していたが、患者さん等からの要望等により、訪問診療を１回と、電話等を用いた診療を実施し

た場合‥当月に限り、患者さん等に十分に説明し同意を得た上で、診療計画に基づき「月２回以上訪問診療を行

っている場合」の在医総管等を算定しても差し支えない。 

次月以降、同様の場合については、診療計画を変更し、「月１回訪問診療を行っている場合」の在医総管等を

算定する。ただし、電話等のみの場合は算定できない。 

また、令和２年３月に「月１回訪問診療を行っている場合」を算定していた患者に対して、令和２年４月に電話等

を用いた診療を複数回実施した場合は、「月１回訪問診療を行っている場合」を算定すること。 

なお、令和２年４月については、患者等に十分に説明し同意を得た上で、訪問診療を行えず、電話等による診

療のみの場合であっても、在医総管等を算定して差し支えない。 
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 確認  院内トリアージについて 

上記院内トリアージについてですが、4 月 9 日付の「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱い

について（その９）」において‥（以下原文のまま）「新型コロナウイルス感染症であることが疑われる患者に対し、必要な

感染予防策を講じた上で実施される外来診療を評価する観点から、新型コロナウイルス感染症患者（新型コロナウイル

ス感染症であることが疑われる者を含む。以下同じ。）の外来診療を行う保険医療機関においては、当該患者の診療に

ついて、受診の時間帯によらず、診療報酬の算定方法（平成 20 年厚生労働省告示第 59 号。以下「算定告示」とい

う。）B001-2-5 院内トリアージ実施料を算定できることとすること。なお、その際は、「新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）診療の手引き・第１版」に従い、院内感染防止等に留意した対応を行うこと。」‥とあります。 

https://www.mhlw.go.jp/content/000609467.pdf 

点数請求には、上記手引きに従って「疑い患者を診る場合は、標準予防策、接触予防策、飛沫予防策」を取らなけれ

ばなりません。手引きにはさらに詳しく「疑い患者の診療ケアに当たる医療スタッフはゴーグル（またはフェイスシールド）、

マスク、手袋、長袖ガウン、帽子などを着用する。マスクは基本的にサージカルマスクで良い。（呼吸器患者では N95 を

推奨）」とありますので、ご参考にしてください。 

 

 更新  仙台市医師会看護専門学校の現状（2020.4.29、松永弦理事） 

仙台市医師会看護専門学校は令和２年度の入学試験を無事終了しました。４月８日に規模を縮小し入学式を行い准

看護学科７３名、看護学科４０名の入学を許可いたしました。 

さて新型コロナウイルス感染症の影響は看護専門学校にも及んでおります。４月２日から学校での講義は開始してお

りましたが、緊急事態宣言を受け４月 17 日から 5 月 6 日まで休校としております。この事態を受け、医師会と相談の上、

オンライン授業を行うべくインフラの整備を休校中に構築しております。しかし臨地実習に関しましてはその対応に苦慮

しております。３月初旬より実習病院から実習の受け入れができない旨の連絡があり、３月中に行う予定であった旧１年

生の実習を中止し、２年生で実習を行うことを条件に進級を認めるという、異例の対応を行いました。しかし多くの実習病

院からは５・６月の実習も受け入れができない旨はすでに受け取っており、臨地実習の再開のめどは立っておりません。

看護学校で臨地実習に代わる実習を行うことで対応する予定ですが、実習は対面で行うことが前提ですので感染対策

に苦慮しております。また臨地実習が行えなかった場合の対応について行政から指示はなく、このままだと今年度は卒

業や進学ができない学生が出てくることが予想されます。この問題は全国的なものと理解しておりますが、行政の早期対

応をお願いしております。また、学生の経済的環境の悪化も始まっており、既に准看護学科の学生 5 名より授業料の滞

納許可の申し入れがあります。分割納入や奨学金の借り入れ時期までの滞納を許可することで対応をしております。 

看護専門学校では新型コロナウイルス感染症対策を行っておりますが、現時点での問題点は臨地実習再開のめどが

たたないことと、学生の経済的環境が今後ますます悪化することが予想され、それに対する支援が必要になる見込みで

す。 

 

 新規  ドライブスルーPCR、宿泊施設での隔離について（2020.5.1、安藤健二郎理事） 

東北大学のドライブスルーPCR 検査が 4 月 14 日より運用を開始しました。「東北大学診療所」として県の簡易型「帰

国者・接触者外来」を市内に開設したという形です。現在、東北大学から医師、歯科医師（外回り）、看護師が出て検体

採取を行い、事務処理は県職員が当たっています。診療は保険診療で、検査自体は公費でおこなっているとのことで

す。受診は完全予約制で、帰国者・接触者相談センターからの軽症疑い例が対象となります。1 日当たり最大 120 名ま

で可能とのことですが、ここ数日、県全体での PCR 検査総数は 80 件未満であり、東北大学ドライブスルー検査も 10 件

程度と聞いています。今後、医師会からの医師の派遣が求められており、公募する予定です。 

一方、同じく県と東北大学が実施主体となっている作並の軽症者収容施設（ホテルグリーングリーン）は 4 月 16 日か

ら収容が始まっています。医師 1 名が 24 時間常駐して症状の急変に備えます。6 月からは県 JMAT が割り当てられた

当番日に派遣される予定です。 
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 重要  仙台市立病院での新型コロナウイルスへの対応（2020.4.28、大浦敏博理事） 

当院は第二種感染症指定医療機関になっており、COVID-19 陽性患者さんの入院治療を優先しています。また、一

般的な帰国者・接触者外来業務は行わず、保健所等から外来診察・収容依頼を頂いた場合に対応させて頂いておりま

す。当初、感染病棟 7 床で対応する予定でしたが、感染者数の増加に伴い一般病棟の個室も使用しております。今まで

の入院患者さんは幸い軽症～中等症例ですが、重症例の入院に備え ICU も整備中です。 

一般の外来患者さんに対しては病院玄関前で体温測定によるトリアージを実施しています。37.5℃以上の来院者は

チェックリストによる問診を行い、別ルートから陰圧個室に誘導し、診察を行っています。また、救命救急センターに搬送

された患者さんで新型コロナ感染が否定できない場合も、専用の診察室を使用し、スタッフはフル装備の PPE で対応し

ています。 

新型コロナウイルス感染の蔓延に伴い、発熱患者さんの診察を躊躇する診療所や病院が増加しており、今後一部の

救急病院に患者さんが集中することが危惧されており、医療崩壊の原因となりかねません。仙台市内における発熱患者

さんを効率よくトリアージするためにも、市内医療機関の役割分担を明確にしてゆく必要があると考え、行政、救急医療

に関与している医療機関、医師会、消防と積極的に調整を図っております。また、宿泊施設に移った患者さんのその後

の体調不良時のバックアップも行っております。 

新型コロナウイルスとの戦いは長期戦になることが予想されます。当院も限られた PPE 資材を何とか工面して感染対

策に留意しつつ診療を継続しておりますが、PPE の安定供給の見通しはたたず、また今後の流行状況の趨勢は引き続

き予断を許さない状況であり、医師会会員の皆様と同様に当院も先の見えない中での診療を続けています。現在の医

療体制を維持するためにも、かかりつけ医、病院、高度医療機関との連携、協力が不可欠です。当院も最大限入院患者

さんに対応する所存ですので、仙台市医師会会員の皆様にはご理解、ご協力よろしくお願いします。 

 

 重要  新型コロナウイルス感染症対応フロー（2020.3.12） 

 現場での基本的な対応フローに変更はありません。下記対策フローをご確認いただき、新型コロナウイルス

感染症が疑われた場合、患者さんからは相談窓口（コールセンター）へ、医療機関からは保健福祉センター管

理課（帰国者・接触者相談センター）への電話相談をお願いいたします。 
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 更新  国内新型コロナウイルス感染症の現状（2020.4.30） 

国内15,017人（国内発生：14,305人、クルーズ船：712人、回復退院4,112人） 

宮城県内：88人、仙台市内:65人 

※厚生労働省「新型コロナウイルス感染症の現在の状況と厚生労働省の対応について（令和2年4月30日時点版参考）」 

 

 再掲  仙台市医師会へのご意見 

 仙台市医師会では会員の皆さまからのご意見に耳を傾け、ご質問等には可能な限りニュース等でお答えしたいと考え

ております。ご意見・ご質問等は FAX、メールでお願いいたします。 

 FAX：022-267-5193 メール：sen-ishi@sendai.miaygi.med.or.jp 

 

編集長 （ 医政広報部長、福壽岳雄 ） からのひとこと 

 仙台市では新規感染者は少ない日が続いておりますが、安心できるまでにはまだまだ長い対応が必要です。これから

も正確な情報発信を心掛けたいと思います。 

 

疑い例の方が来院時は管轄の保健福祉センター管理課（帰国者・接触者相談センター）へ相談の上、対応してください。 

○医療機関からの相談先 

・青葉区保健福祉センター（管理課）   ２２５－７２１１ 

・宮城野区保健福祉センター（管理課） ２９１－２１１１ 

・若林区保健福祉センター（管理課）   ２８２－１１１１ 

・太白区保健福祉センター（管理課）   ２４７－１１１１ 

・泉区保健福祉センター（管理課）     ３７２－３１１１ 

（参考）一般市民の方の相談窓口 

帰国者・接触者相談センター（コールセンター）   ２１１－３８８３ ( 24 時間 ) 

日本語のわからない方の対応は‥宮城県国際化協会 

     ２７５－３７９６ （ 上記コールセンターとの通訳 ） 

聴覚障害のある方など電話が困難な方 FAX:２１１－３１９２ 

厚生労働省コールセンター  ０１２０－５６５６５３（フリーダイアル） （ 9 時から 21 時 ） 

 

各種情報サイト 

仙台市ホームページ「新型コロナウイルス感染症について」 

https://www.city.sendai.jp/kikikanri/kinkyu/200131corona.html 

・医療機関の皆様へ 

https://www.city.sendai.jp/kenkoanzen-kansen/jigyosha/fukushi/iryo/kansensho/motozuku/cvmedical.html 

・市民・事業者の皆さまへ 

https://www.city.sendai.jp/kikikanri/kinkyu/corona2020/minasama.html 

 ・厚生労働省ホームページ 

「新型コロナウイルス感染症について」 

 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html 

「新型コロナウイルスに関する Q&A」（一般の方向け） 

 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html 

「新型コロナウイルスに関する Q&A」（医療機関・検査機関の方向け） 

 https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00004.html 
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・首相官邸「新型コロナウイルス感染症に備えて」 

 http://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html 

日本医師会「新型コロナウイルス感染症」 

 http://www.med.or.jp/doctor/kansen/novel_corona/009082.html 

 

ポスター ・一般的な感染症対策について  https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000593493.pdf 

・手洗いについて           https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000593494.pdf 

・咳エチケットについて    https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000593495.pdf 

新型コロナウイルス感染症 市民向け感染予防ハンドブック 第 2.2 版 

 監修：賀来満夫先生（東北医科薬科大学 医学部 感染症学教室 特任教授） 

 http://www.hosp.tohoku-mpu.ac.jp/info/information/2326/ 

日本環境感染学会「医療機関における新型コロナウイルス感染症への対応ガイド（第 2 版 改訂版(ver.2.1)） 

http://www.kankyokansen.org/uploads/uploads/files/jsipc/COVID-19_taioguide2.1.pdf 

日本プライマリ・ケア連合学会「新型コロナウイルス感染症（COVID-19） 診療所・病院のプライマリ・ケア 

初期診療の手引き」  https://www.primary-care.or.jp/imp_news/pdf/20200311.pdf 


